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旭
医
大
耳
鼻
咽
曜
科
学
鞍
壷
は
平
成
十
年
十
一
月
に
第

二
代
の
原
糊
保
明
教
慢

が
就
任
し
今
年
で
十
五
周
年
を
迎
え
た
.

鞍
室
町
研
究
テ
l

マ

は

①
周
挑
病
巣
槙
忠
の

荊
瞳
解
明、

シ
ラ
カ
バ
花

粉
誼
や
小
児
中
耳
虫
へ
の

ワ
ク
チ
ン
聞
兜
②
扇
顕
部

が
ん
に
お
け
る
分
子
園
由

学
的
胴
描
免
症
学
的
解

析
@
鼻
性N
K
/
T細
胞

リ
ン
パ
腫
に
お
け
る
分
子

胴
由
学
的
E
B

ウ
イ
ル

肩
脱
・
粘
膜
免
疫
ン
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
旭
川
で
開
値
さ

れ
た
.
シ
ラ
カ
バ
花
粉
症

や
小
児
中
耳
鼻
に
対
す
る

ペ
プ
チ
ド
ワ
ク
チ
ン
悼
法

問
控
も
盟
布
な
揖
摘
を
時

る
.
制
嗣
性T
嗣
胞
に
反

応
す
る
ペ
プ
チ
ド
控
見
な

ど
多
く
の
研
究
へ
控
時

し
、
産
学
連
携
を
視
野
に

扇
桃
病
巣
疾
患
研
究
で
国
際
的
業
績

現在が充実期という高水準医樺技摘を
持ったスタッフがそろう

酷
憤
面
で
は
耳
科
手

術
全
体
で
年
間
百
例
行

う
.
人
工
内
耳
手
術
、
ア

プ
ミ
骨
手
術
や
顔
面
神
経

械
荷
術
さ
ら
に
錐
体
長

耳
暁
鵬
や
グ
ロ1
ム
ス
皿

描
な
ど
商
雌
躍
の
手
術
も

行
っ
て
い
る
.
間
町
部
が

ん
に
対
し
て
は
手
間
不
能

症
例
や
槽能
温
存
を目
的

と
し
た放
射
綿
併
用
超
選

択
的
動
注
化
学
時
法
を
十

五
年
か
ら
導
入
し
、
現
在

ま
で
約
三
百
例
行
っ
て
い

る
。
従
来
は
舌・
喉副
全

摘
し
て
い
た
舌
が
ん
、
喉

閣
が
ん
や
下
咽
閣
が
ん
の

症
例
に
対
し
て
も
積
極
的

に
こ
の
拍
慣
を
行
っ
た
結

県
喉
閉
棚
能
や
音
槽
悼

を
温
存
し
な
が
ら
拍
醸
成

輔
の
向
上
が
み
ら
れ
る
.

音
声
陣
曹
の
埋
者
に
は

暇
甜
(
枠
組
み
)
陪
成
術

を
摺
極
的
に
唾
行
し
て
い

る
道
内
で
は
数
少
な
い
施

酷
だ
。
二
十
一
年
噂
入
の

内
視
観
補
助
下
申
状
臨
手

術
は
聞
東
以
北
唯
一
の
実

施
施
睦
で
、
症
例
数
も全

国
二
位
1
昨
年
か
ら
関
下

腕
摘
問
術
に
も
応
用
し
て

い
る
.
全
国
で
も
教
施
睦

し
か
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
唾
拙
脚
内
視
鏡
手
術
も

十
三
年
に
噂
入
し
だ従

来、

顕
部
外
切
開
ア
プ
ロ

チ
で
加
下
腕
摘
出
荷
を

行
っ
て
い
た
唾
石
症
も
顕

部
に
慣
を
つ
け
る
こ
と
な

く
摘
出
し
、
全
近
か
ら
患

者
が
紹
介
さ
れ
てい
る
.

政
射
棉
併
用
超
選
択
的
動
注
化
学
標
時
国
も
纏
入

ス
学
的
解
析
@
よ
賀
市
叫

咽
甜
の
神
純
生
理
学
的
研

究
|
ゐ
大
き
く
四
つ
.

即
糊
鞍
担
のラ
イ
フ
ワ

ー
ク
の
ひ
と
つ
で
あ
る
間

橋
間
県
臨
患
の
荊
睡
解
明

は
国
師
的
に
揖
制
が
臨
時

ら

汽

二
十
二
年
に
回
開

臨
床
応
用
を
自
指
し
て
い

る
.原

削
教
控
が
平
成
十

三
年
に
、
N
K
/
1細
胞

教室探訪
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平
成
十
年
の
就
任
か
ら
十
五

周
年
の
節
目
を
迎
え
た
.
こ
白

間

二
十
五
人
が
耳
鼻
咽
喉
科

専
門
医
‘二
十
ニ
人
が
医
学
博

士
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。

日
大
学
医
年
部
の
臨
床
鞍
壷
の

値
由
は
鞍
育
、
研
究
酔
明

そ
し
て
社
会
貢
献
と
考
え
て
い

る
.
教
育
理
念
は
「
臨
床
お
よ

び
研
究
に
熱
い
情
熱
と
闘
志
を

班
ね
耐
え
た
人
間
味
あ
ふ
れ
る

臨
床
医
師
の
育
成
」
.
軸
童
貝

に
は
会
う
ご
と
に
、
常
に
高
い

志
と
前
向
き
な
情
軌
を
持
っ
て

取
り
組
み
、
患
者
の
み
な
ら
ず

リ
ン
パ
醐
がE
B
V

闘
迎

臨
時
で
あ
る
こ
と
を
世
界

に
先
匝
け
て
報
告
し
て
以

来
、
同
症
思
に
閲
す
る
研

究
も
主
型
な
テ
マ
.
科

研
世
を
数
多
く
撞
件
し
、

国
内
外
と
の
共
同
研
究
も

盛
ん
だ
。
教
室
の
伝
統
的

研
究
テl
マ
の
上
気
坦

喉
閣
の
神
経
生
理
学
的
研

究
で
も
継
続
し
て
柑
力
的

に
行
っ
て
い
る
。
特
に最

近
で
は
喉
町
麻
臨
に
対

す
る
蝿
能
的
電
気
刺
撒
醍

法
の
聞
毘
は
ヒ
ト
へ
の
臨

床
応
府
が
間
近
に
迫
る
.

周
囲
の
医
瞳
ス
タ
ッフ
に
も
気

配
り
で
き
る
匡
師
で
あ
る
こ
と

を
勧
め
て
き
て
い
る
.

「臨
床
と
研
究
は
互
い
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
モ

ッ
ト
ー
の
下
、
教
室
員
は
日
夜

柑
力
的
に
活
動
。当
教
室
に
は

荊
師
酷
聴
講
輔
が一定
期
間
免

除
さ
汽
研
究
に
専
志
す
る
臣

貝
大
学
院
生
で
構
成
さ
れ
る

「回
釦
弘
司
2
0

斗
2
2

」
シ

ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
基
礎
研

究
の
充
実
が
図ら
れ
て
い
る
。

睦
瞭
に
聞
し
て
は
、
耳
鼻
咽
眼

科
。
町
暗
部
外
科
全
世
に
お
い

て
「
盟
低
で
も
全
国
レ
ベ
ル
」

の
匡
膿桂
術
の
維持
向
上
と
、

先
端
医
瞭
技
術
の
唖
入
を
理
念

と
し
て
い
る
。

教
室
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ポ

原測保l別教授インタビュー

情熱、 闘志、人間味あふれる臨床医師育成
ト
ム
ア
ン
プ
に
よ
る
オ
プ
ン

な
雰
囲
気
の
中
、一人
一人
が

常
に
将
来
町
教
室づ
く
り
を
考

え
て
い
る
.
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端

末
を
医
局
員
全
日
に
持
た
せ
、

聞
卓
病
院
に
離
れ
て
い
て
も
抄

脱
会
帯
を
通
じ
て
ラ
イ
ブ
で
情

報
共
有
で
き
る
取
り
組
み
も
行

っ
て
い
る
。

国
際
感
覚
を
持
ち
人
間
的
に

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
y

プ
す
る
と
と

も
盟
聾
で
、
こ
れ
ま
で
に
十=
一

人
が
梅
外
へ
闘
学
。
助
教
以
上

白
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
留
学
経
験

者
で
品
先
制
の
匡
暗
技
摘
を
持

っ
て
お
り
今
が
鞍
童
の
旬
、

克
興
開
。
今
脇
町
道
内
の
み
な

ら
ず
全
国
世
界
の
耳
鼻
咽
喉

科
医
療
の
中
心
的
世
割
を
担
う

べ
く
橿
持
な
ス
タ
ッ
フ
を
送

り
出
し
て
い
き
た
い
.


